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研究テーマ

１） 新規有用微生物・遺伝子の探索と環境浄化への利用

２） 廃棄物埋設土壌中における微生物相の動態解析

研究概要

　当研究室では、「環境」と「微生物」をキーワードと

して、微生物の持つ多種多様な能力を環境調和型・循環

型社会の確立に役立てるための応用研究を主として行っ

ている。同時に、分子生物学的・生態学的手法をもちい

て、自然界や人工的な複合微生物系における微生物達の

姿やその変化を捉え、その仕組みを解明しようと試みて

いる。

１）新規有用微生物・遺伝子の探索と環境浄化への利用

　土壌 1g 中には数億の微生物が住んでいる。しかし、

これまでに人間が知っているものはその中の数％程度し

かないといわれている。この「未知の遺伝子の宝庫」か

ら、有用機能を持った新規微生物を探し出し、その機能

をそのまま、あるいは遺伝子改変等による機能強化を経

て利用する。また、今後は土壌から直接 DNA を抽出（こ

れを metagenome と呼ぶ）し、これを宿主菌に組み込ん

で発現させ、新規遺伝子をクローニングする新しいスク

リーニング方法も行う予定である。

　現在はプラスチックを分解する微生物や揮発性有害化

合物を分解する低リン・窒素性細菌、新規メタンモノオ

キシゲナーゼ遺伝子の取得を行っている。これらはプラ

スチック廃棄物の堆肥化やモノマーリサイクル、シック

ハウス関連物質の分解、メタンハイドレートの有効利用

等に応用することを目的としている。

２）廃棄物埋設土壌中における微生物相の動態解析

　自然界にいる微生物は、現在の技術では培養できない

微生物がほとんどであり、その生態は未知であった。し

かし近年土壌から直接 DNA を抽出して解析することに

よって、これまで見えなかった「培養できない微生物」

の世界が明らかになりつつある。この分子生態学的手

法をもちいて微生物相の変化を捉え、これをバイオリメ

ディエーションや環境調和型の製品開発に応用する。

　具体的には生分解性プラスチック埋設土壌の動態解析

を行っている。生分解性プラスチックを土壌に埋めると、

その表面には様々な微生物が住み着く。これらの微生

物の種類は、プラスチックの分解とともに移り変わって

ゆくことが明らかになった。またプラスチックの種類に

よって、住み着く微生物も異なっていた。これを解析す

ることによって、新たな生分解性プラスチックの開発や、

効率的な分解処理方法の発展に役立てたい。
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